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《2015 年度第 1 回例会（総 63 回）：2015 年 7 月 18 日(土) 於：北海道大学》

（Ⅰ）西周青銅器銘文からみた祭祀行為の変容

角道亮介（駒澤大学文学部歴史学科）
青銅器銘文から祭祀行為の主体を復元する試みは、伝世青銅器を利用した研究を除い

てこれまであまりなされることがなかった。本発表では周王朝の中心地域である陝西省

豐鎬遺跡張家坡墓地と、山西省曲沃県北趙墓地から出土した西周晋国の有銘青銅器の比

較を通じて、被葬者の身分や性別から青銅器祭祀の主体的実行者を検討し、西周期にお

ける祭祀行為について初歩的な考察を加えた。

張家坡墓地から出土した青銅器のうち、有銘青銅器は特定の器種に集中することはな

いが上位階層墓においては有銘器が無銘器の点数を上回る例があり、選択的に副葬され

た可能性がある。また、有銘器の出現は階層差や性差を越えて見られるが、女性墓にお

いてやや少ない。銘文内容との関わりを考えると、男性墓には祭祀対象としての祖先名

を持つ例は極めて限定的である一方、女性墓からは祖先名を有する器がある程度出土し

ており、これはおそらく王朝の強い統制下にあって男性は祭祀に関わる器を墓に副葬で

きなかったのに対し、女性はその枠外に位置していたことを示していると考えられる。

同様に、男女ともに銘文中に「永寶用」の字が見られないのも、選択的に排除されてい

たと考えるべきであろう。

北趙墓地から出土した青銅器にあっても銘文は様々な器種に附されるが、女性墓では

西周後期以降、有銘青銅器の副葬点数が明白に少なくなる。祭祀対象としての祖先名を

持つ銘文への分析からは、祖先祭祀は基本的に上位階層の人間が行い、一般的な貴族は

行い得なかったこと、中期前段まではこの祭祀体系に上位階層の女性も参与していたが、

中期後段以降、女性は祖先祭祀から排除されていったことがうかがえる。

張家坡墓地と北趙墓地における有銘青銅器の扱いの差異は明らかであり、祖先祭祀の

青銅器を個人材として副葬しない中央に対して、晋国では同様の規制が働いた痕跡はな

い。諸侯国においては、王朝の意図する祖先祭祀自体も厳密に機能していなかった可能

性がある。
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（Ⅱ）郭店楚簡『太一生水』の思想

西 信康（北海道大学文学研究科専門研究員）
郭店楚簡『太一生水』第一号簡から第八号簡には、一般に宇宙生成論等と呼ばれる記

載がある。本発表では、その表現形式や概念の意味内容を再検討し、『太一生水』に構

想されている生成現象の具体的な様相の解明を試みた。先ず、「太一」及び「水」につ

いて、これらが生成現象を論ずる文脈において言及されることの意味を検討した。特に

「水」については、「水」の性質に対する当時の知識を実証的に把握することを目指し

た。次いで、『太一生水』の「天」「地」、「神」「明」、「陰」「陽」、「四時」、「冷」「熱」、

「湿」「燥」、「歳」等について検討し、『太一生水』の生成論には、物質そのものでなく、

物質の生成を促す運動原理に対する関心が見いだされることを指摘した。次いで、第八

号簡以前の記載を前半部と後半部とに分け、この両者の間に観察される表現形式の違い

に着目し、前者を「相輔以成」型生成論、後者を「所生」型生成論と名付けた。その上

で、従来は前者の単なる繰り返しと見なされる後者（「所生」型生成論）について、そ

れが自生的な生成現象を明示するには表現形式としての限界を有すること、『太一生水』

の各概念の意味内容と表現形式とは、そうした問題意識を反映している可能性があると

いう仮説を提示した。最後に、古くから指摘される『老子』の「道」の二重性について

言及した。「道」は万物の根源と解釈されるが、その場合の「根源」とは、根源的な物

質的元素（或いは状態）としての意味と、根源的な生成原理としての二重の意味が含ま

れること、これは『太一生水』の「太一」にも同様であることを確認した。なお、郭店

楚簡『老子』丙本との関係については、その問題の発端が竹簡及び文字の形態の同一性

にある以上、形態の同一性それ自体を根拠とした議論は論点先取りになること、したが

って、思想内容を根拠とする見解が継続的に提示され検証されるべきことを、発表の冒

頭において提言した。

（Ⅲ）關於清華簡《殷高宗問於三壽》的若干研究

曹峰（中國人民大學哲學院教授）
《殷高宗問於三壽》記述的是殷高宗武丁和三壽尤其是彭祖之間的對話，主要討論長

治久安之道。全篇大致可以分爲三個部分，第一部分顯示出的戒懼謹慎、居安思危的傾向

接近于《老子》以及《易傳》的憂患意識。第三部分涉及人性論，作者認爲“陽”是人身

上不好的、需要否定的因素，而“晦”正好相反，是人身上值得肯定的、需要倡揚的因素。

對“晦”的肯定與倡揚，與第一部分的憂患意識也相呼應。第二部分著重討論“祥”、“義

”、“德”、“音”、“仁”、“聖”、“智”、“利”、“信”九大理念，似乎與儒家有關，但從其排

列方式和主要内容看，又有別于儒家常見的論述。

筆者不贊成整理者“其理念主要承自儒家”、“其思想體系與後來的荀子已頗相似”的

觀點。雖然部分内容的思想傾向比較接近道家，但此文並未展露出“守柔守雌”這些老莊

道家常見的明確意向，也沒有要求“虛心”、“白心”，所以和上博簡《彭祖》也有距離。

從其既重神事又重人事，強調災異與妖祥來看，又充滿了天人感應的味道。因此，《殷高

宗問於三壽》内容駁雜，沒有非常明確的思想屬性，可能成書較早，思想屬性尚不能像後

世文獻那樣做出明確的立場區分，儒道有可能都從這裡獲得過資源。
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《新刊紹介》

（Ｉ）武漢大学簡帛研究中心・湖北省博物館・湖北省文物考古研究所編 陳偉主編

『秦簡牘合集』

（全４巻６冊、武漢大学出版社、2014年 12月、1968元（第１巻）、636元（第２巻）、378
元（第３巻）、818元（第４巻））
本書は、湖北省の代表的な研究機関による４巻６冊からなる大著である。第１巻（全

３冊）は睡虎地１１号墓竹簡・４号墓木牘、第２巻は竜崗簡牘・郝家坪木牘、第３巻は

周家臺簡牘・嶽山木牘、第４巻は放馬灘簡牘を収める。釈文・注釈・図録・参考文献か

らなる。図版は原寸大・拡大（×２）図版からなり、また場合によっては赤外線写真も

加えられている。主要参考文献はそれぞれの簡牘に関する先行研究を検索するに役立つ

ことだろう。主要な秦簡に関する現段階での到達点を示す著作である。今後条件が整え

ば第二輯も出したいとのことなので、その日の来ることを楽しみにしたい。

（執筆：小寺 敦）

（Ⅱ）柿沼陽平『中国古代の貨幣－お金をめぐる人びとと暮らし－』

（歴史文化ライブラリー 395、吉川弘文館、2015年 2月、218頁、1700円）
本書は、戦国秦漢期を中心とする中国古代の貨幣制度と、それをめぐる経済・社会の

歴史的展開について、近出の出土資料を主たる材料として考察しまとめたものである。

初学者向けの平易な語り口であり、本書の利用価値はまずもってその点から認められよ

うが、内容的には筆者の先行する業績である著書・論文のエッセンスが注ぎ込まれてお

り、さらには本書で初めて披瀝される分析考察も含まれているため、オリジナルの学術

的論考として扱って差し支えないレベルにあると言えるだろう。

（Ⅲ）李宗焜主編『古文字与古代史 第四輯』

（中央研究院歴史語言研究所会議論文集之十四、中研院史語所、2015年 2月、587頁、1000
元）

本書は、2013 年 11 月に中央研究院歴史語言研究所が主催して行われた、「第四届古文
字与古代史国際学術研討会」での学会発表を基にした論文集である。本書（及び、当該

学会）には「紀念董作賓逝世五十周年」の副題が銘打たれているが、内容は甲骨学に限

定されるものではなく、甲骨・金文・簡牘の各分野に跨がる論文21本が掲載されている。

執筆者も台湾・大陸・日本の第一線で活躍中の研究者が多く、非常に中身の濃い論文集

に仕上がっている。

（執筆：高津純也）

《学会彙報》
○例会委員会より

・2015 年度第 1 回例会（総 62 回）が、2015 年 7 月 18 日（土）、北海道大学を会場に
開催された。
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○会報委員会より

・2012 年 7 月 21 日に開催された臨時総会において、「中國出土資料學會著作權規定」
が承認され、即日施行されました。本会報については第 46 号（2011 年 3 月発行）か
ら同規定が適用されます。対象となる各号掲載の著作物の利用に際しては、同規定の

定めるところにより処理されることになりますので、希望される方は、ＨＰ掲載の利

用申請書をダウンロードして事務局まで申請してください。

・年３回、例会・大会開催時に合わせて発行される本『中國出土資料學會會報』は、

新しい学術情報をできるだけ早く提供することを目的として編集されています。

会員各位におかれましては有益な情報を入手されたら、是非とも会報委員会に原稿

の提供をお願い致します。中国における最新の学界動向、遺跡発掘の模様、学会参加

記、新刊紹介など、広く提供するに足ると感じられた情報であれば何でも結構です。

原稿は随時受け付けておりますので、事務局宛電子メールの添付ファイルとしてお

送りください。今後会報の内容を一層充実させるため、会員諸氏のふるってのご寄稿

をお待ちしております。

○機関誌委員会より

（１）『中國出土資料研究』第 20号の締切について
2010 年度大会（2011 年 7 月 16 日開催）および 2011 年度大会（2012 年 3 月 10 日開

催）にて、『中國出土資料研究』の投稿要領改定が承認されております。第 20 号の投
稿締切日は、2015年 12月末日です。
ふるってご寄稿下さいますよう、お願い申し上げます。

（２）『中國出土資料研究』原稿送付先について

原稿の送付先は、会報末尾記載の事務局住所宛にお願いいたします。その際、メー

ルアドレスもお知らせ下さい。

○事務局より

・払込みにて年会費の納入をご希望の方は、ゆうちょ銀行の以下の口座にご入金下さ

い。

口座番号：00180-5-13124
受取人：中国出土資料学会

なお会費は、

通常会員・準会員 年額４０００円

学生会員・海外会員 年額２０００円

です。

・住所変更等が生じた場合は、書面にて下記宛にご連絡下さい。

〒 113-0033 東京都文京区本郷７－３－１

東京大学文学部 大西研究室

中国出土資料学会（事務局）


